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事業３

文化振興事業

県民文化センター
事業

大洗水族館事業

事業１

事業２

県の芸術文化活動の振興の拠点である県民文化センターの
運営，施設の維持管理及び使用料徴収事務を行うとともに，
食事等の提供，駐車場の管理を行い，利用者への利便とサー
ビスを図る。

設　立
目　的

 
  各種の文化振興事業を行うことにより個性豊かな県民文化の振興を図り，もって国際性豊かな文化の県づくりに
寄与することを目的として平成４年に設立された。
  平成１１年からは，茨城県文化福祉事業団の文化部門を統合し，芸術文化に接する機会の提供，県民文化セン
ターの管理運営及びアクアワールド茨城県大洗水族館の運営を行っている。
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平成１７年７月１日現在

　

　

財団法人　いばらき文化振興財団

0.0

個性豊かな県民文化の振興を図るため，芸術・文化活動への
助成及び芸術・文化に接する機会の提供を行うため幅広い
ジャンルの公演事業を実施する。
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出資順位

 「茨城の海と自然・世界の海と地球環境」を基本テーマに，観
光レクリエーション施設，地域の文化と経済に貢献する施設，
海を通した環境教育現場としての生涯学習施設，自然保護と
種の保存に関する実践・研究施設として，「展示」，「普及」，
「研究」の３つの機能を相互に連動させた魅力ある海の総合
ミュージアム施設として運営する。
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［収支の状況］ 　

収入合計

支出合計

当期収支差額

正味財産増加額

正味財産減少額

資産

負債

正味財産

［平成１６年度の補助金等の目的・内容等］

（単位：千円）

財団法人　いばらき文化振興財団
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補助金

委託金

137,948 101,262 101,595

394,586403,392

［財的関与の状況］

財
的
関
与
状
況

（単位：千円）

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

1,791,6421,485,369

499,679

794,790

673,776

300,044

支　　出　　項　　目 目     　的　 ・ 　内　      容　・　効　　　　果

補助金

　いばらき文化振興財団事務局では，理事会・評議員会の開催をはじめ，財団の事業計画及び
収支予算の策定や事業所（県民文化センター，大洗水族館）への進行管理及び事業推進の指
導にあたるほか，芸術文化活動への助成など県民サービスに努めている。

委託金

　県民文化ｾﾝﾀｰの運営及び施設の維持管理，使用料徴収事務を行い県民ｻｰﾋﾞｽに努めた結果
650,253人の施設利用者を迎えた。
　また，アクアワールド大洗では茨城県自然博物館水系展示水槽管理業務を受託し，「サイエン
スデー・海の日」に館内レクチャーを行ったほか，「磯の生物タッチングコーナー」等を実施し好評
を博した。

貸付金  

損失補償・債務保証

496,181504,654

15%

　

18%
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効率性

組織運営の
適正性

経営目的，経営方針が各種計画に
反映され，計画・実行・見直しが行
われているか

法人が行っている事業と当初の設
立目的が適合しているか

組織，人事，財務等の内部管理体
制が適切に整備・運用され，かつ
情報公開による透明性の確保が適
切か

法人の財務体質が健全であるか，
また，各事業の採算性がとれてい
るか

組織の管理運営上における人的・
物的な経営資源が有効活用されて
いるか

健全性

各評価項目については，「出資法人等
経営評価指標及び評価基準等」を参照

 受託事業の再委託度
がアップしたため，昨年
度に対して評点が下
がっている。
 これは，県委託金を節
減するため，人員の削
減に取り組み，積極的
に外部委託を推進した
結果である。

今後の事業展開の方向

　財団が行う文化振興事業を安定的，継続的に実施していくためには，その基盤となる資金の確保
に努める必要がある。芸術文化に接する機会の提供という観点から実施する公演事業や利用者
の利便を図るため実施する県民文化センター自主事業については，収支均衡を保つよう運営を行
う。また，大洗水族館については，展示内容や普及事業，研究事業の充実を図るとともに，入場者
を確保するため，効果的なＰＲを実施し潜在客の発掘及びリピーターの確保を図っていくものとす
る。

計画性 目的適合性 組織運営の適正性
　中期経営計画（平成14
年度から平成18年度）を
策定し，事業別に目標を
掲げ運営にあたってお
り，概ね計画どおりに推
移している。

　　個性豊かな県民文化
の振興を図り国際性豊か
な文化の県づくりに寄与
するため文化振興事業，
文化センター，水族館等
を運営しているが，施設及
び事業の入場者による事
業効果・目標達成度から
目的に適合している。

　職員の意欲を喚起す
る方策として，職員の
意見・提案を随時取り
入れ，効率的な施設運
営の検討材料とするな
ど，職員が経営へ参画
できる体制をとっている
ほか，事務局・事業所
間の連絡・調整を密に
し，効率的な施設運営
に努めている。

健全性

《評価の視点》

効率性

計画性

目的適合性

　「人件費比率」,「職員１人
当たりの事業収入」の評点
がマイナスとなっている。
　これは，大洗水族館が開
館３年目となり，ｵｰﾌﾟﾝ効果
のあった１年目に対して事
業収入が減少したことによ
るものである。しかし，16年
度の計画目標は達成して
おり，当期正味財産増加額
も３期連続で黒字であるこ
とから，運営上は問題無
い。　今後，継続して安定し
た経営を維持するために，
広報宣伝の拡充を図るとと
もにリピータ－の増加に努
め，事業収入の確保を図っ
ていく。

37.7%
 

50.0%

-27.8%

［法人の自己評価（経営概況，経営上の課題，対策等）］

効率性

合計
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健全性 11

組織運営の適正性
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目的適合性
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［法人を担当する課の意見］

［総合評価］

効率性

法人担当課の意見

計画性取組みを強化すべき視点 健全性目的適合性 組織運営の適正性

総合的所見等

適切である。 適切である。

推進事項

・　水族館については，企画展や水族館での結婚式等の開催などの話題づくり，旅行会社とタイ
アップした誘客対策を推進するとともに，入場者400万人を記念した割引券の発行による潜在客の
発掘，平成１６年９月から年間パスポートを導入してのリピーターの確保などに取り組み，開館効果
が薄れる中，引き続き100万人を超える入場者（全国第６位）を確保した。また，「自然教室」の内容
の見直しを行い，新たなテーマに取り組むなど普及事業の充実に取り組んでいる。
・　県民文化センターについては，施設の空き状況をホームページに掲載し，利用者の利便性と利
用率の向上に努めるなど，他の北関東県の文化ホールと比べ高い稼働率を引き続き維持するとと
もに，県の歳入となる施設使用料の増加や県委託料の削減など効率的な運営に取り組んでいる。
また，自主事業であるレストランについては，利用者からの要望を踏まえ，公演終了後の余韻を楽
しむ場と して，公演開催時に特別に営業時間を延長するなど，利用者の視点に立った臨機応変な
運営を行っている。
・　文化振興事業については，県内では開催が難しい歌舞伎などの伝統芸能やオペラをはじめ，質
の高い幅広いジャンルの公演を低料金で開催し，県民に芸術文化に接する機会の提供を行ってい
る。
　以上のように，財団の役職員が常に県の芸術文化の振興の一翼を担うという視点に立ち，併せ
て経営的感覚を持ちながら事業運営にあたっている。

概ね良好

第三次行財政改革
大綱に係る取組状況

取組み状況

適切である。 　効率性が低下した要因
は，財団事業費の７割を
占める大洗水族館にお
いて，当初，計画目標を
大幅に上回る入場者が
あったが，開館３年目と
なり，オープン効果が薄
れ，入場者が減少したた
めである。しかし，計画
目標入場者を確保し，３
期連続黒字となっている
ことから，管理運営上は
問題はない。

計画性 効率性健全性組織運営の適正性目的適合性
　 県委託金削減の観
点から積極的に外部委
託を行い，事業運営の
効率性の向上に取り組
んでいる。

  大洗水族館については，全国的にも評価されており，魅力的な企画展を開催するなど積極的な
事業展開をしている。しかしながら入館者数は減少傾向にあり，今後はますますオープン効果が薄
れることから，より魅力のある企画の実施に注力されたい。なお，施設の整備等については，県と
財団の経費負担区分が不明確なことから，適切に定める必要がある。
   県民文化センターについては，指定管理者制度が導入される施設であるが，更なる高い企画力
と実行力を発揮することが求められるとともにコストパフォーマンスの向上を図る必要がある。

改善の余地がある 緊急の改善措置が必要
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から県民のみなさまへ＞＜ 財団法人　いばらき文化振興財団

   大洗水族館の入館者は，オープニング効果が薄れ減少傾向にあるが，水族館としては，健全経営を図
るため年間パスポートの導入やファミリー向けのイベントの開催，イルカショーや企画展の充実などを図る
とともに，首都圏をターゲットとした誘客促進対策に努め，入館者の確保に取り組んでおり，平成17年度
は減少傾向に歯止めがかかっている。
   水族館に関する経費負担区分の取り決めにあたっては，入館者の推移を見極める必要があり，施設整
備及び維持修繕の経費負担区分については既に取り決めているが，展示関係のリニューアル経費の負
担区分については，今年度の入館状況を踏まえながら，財団と協議していく。
   県民文化センターについては，指定管理者制度の導入の趣旨に則り，県の文化振興の拠点施設として
の機能の充実や更なる利用者サービスの向上，経費の節減が図られるよう指導していく。

総合的所見等
に係る対応

　いばらき文化振興財団は，各種の文化振興事業を行うことにより，個性豊かな県民文化の振興を図り，国際性豊かな文化の県づくりに
寄与することを目的に平成４年に設立されました。
　芸術文化に接する機会の提供として多種多様な舞台芸術公演を行うほか，文化活動団体等の支援，県民の文化活動の拠点施設として
の「県民文化センター」の管理運営，茨城の海と自然・世界の海と地球環境を基本テーマとした「アクアワールド・大洗」の運営を行い，県
民から親しまれる施設をめざして運営にあたっております。
　アクアワールド・大洗につきましては，平成１４年３月の開館以来，約3年で４００万人の入場者を迎え，１７年度で開館４年目に入ります
ので，今後は，展示内容を一部リニューアルするなど，より一層お客様に楽しんでいただけますよう，「見て，触れて，遊びながら楽しく学
べる」展示の充実に努めるほか，お客様が安心して楽しめる施設の環境づくりに努めてまいります。
　県民文化センターにつきましては，平成１８年度から指定管理者制度の対象施設として運営されますので，お客様の要望を取り入れな
がらより一層のサービス向上に努めてまいります。
　今後とも，お客様に楽しんでいただける施設の運営と事業展開に努めてまいる所存でございますので，職員一同皆様のお越しを心から

お待ちしております。

 
 　　　　　　　　　　　　　                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年２月　理事長　　橋本　　昌
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